
38 歳 元新座市議会議員 無所属 あくなきチャレンジ！ 

 

 
平松だいすけホームページ 

http：//hiramatu.net 

ご提案を市政へ（お聞かせください）！ 

daisuke@hiramatu.net 
フェイスブックでも活動報告中です。 

 
ご連絡先 平松だいすけを育てる会 事務所 

埼玉県新座市東北２－２１－３－２０１ 

FAX・留守番電話 ０４８－４７５－０１７２ 
 
 

 

 

「政治とは、情熱と判断力の二つを駆使しながら、堅い板に力をこめてじわっじわっと

穴をくり貫（ぬ）いていく作業である」 

「どんな事態に直面しても『それにもかかわらず！』と言い切る自信のある人間。そう

いう人間だけが政治への『天職』を持つ」マックス・ウエーバー著『職業としての政治』 

 

新しい発想で新座から変える 

改めて市長選挙においては多く

のお力をいただいたにもかかわら

ず、私の力不足で結果を出せなか

ったことをお詫び申し上げます。 

 

現在、国や新座市は少子化や超

高齢社会が進む中で 2025年問題

など多くの課題を抱えております。 

私はこの閉塞感を打破すべく、

新座から日本を変えるべく、政治

活動を再開いたしました。 

 

これからの自治体は「稼ぐ力」

を強化していかなければいけない

と考えます。新規事業を始めるだ

けではなく、磨けば光るその地域

ならではの原石があると考えます。 

国内にも新座市よりも大変な状況

の中で地元の原石を磨き、「稼ぐ

力」を身につけて成功している自

治体の先進事例は島根県の海士町

など、いくつもあります。私は新

座市にも多くの可能性があると考

えます。 

 

新座市の高齢化率 23.5％と県平

均、国平均からすれば若干低い状

況です。相対的に少し余裕がある

今だからこそ、新しい発想でまち

づくりを進めなくてはなりません。 

 

私は市長選落選後、ベンチャー

企業にて新規事業の立ち上げなど

を手掛けてきました。 

前回の選挙でご提案した私のビ

ジョンに加え、落選中の経験や培

ったネットワークをプラスし、今

までの発想や常識にとらわれない、

将来世代のためにも持続可能な自

治体経営の仕組み構築に取り組み

ます。 

大変なことですが、新座から成

功モデルを発信できれば、新座の

課題解決のみならず、日本を変え

ることができるはずです。 

 

この新座市を市民の方々、大学

や研究機関、企業など市内外の

様々なキーパーソンと連携してい

くことで変えていきます。 

新座市議会議員選挙の日程 

平成 28年 2月 7日(日)告示、14日

(日)が投票日となります。 

平松だいすけレポート 46号 

初心を忘れず再スタートいたします！ 



徹底した情報公開を進めます 

徹底した情報公開を進め、開か

れた新座市へとするために取り組

んでいきます。また、駅などにて

レポート配布を行い、「説明責任」

を果たします。昔から感じていた

のは、市議会議員の活動は見えづ

らいということです。私は実現で

きたことばかりではなく、出来な

かったことも含め、駅立ちやホー

ムページにて報告をしていきます。

 
 

現場の知恵を生かします 

積極的に現場での調査を行い、

現場の声を行政にぶつけ変えてい

きます。また、地域活動を続けて

いきます。多くの方とお会いし、

より多様なご意見を市政へと反映

していきます。 

 

 

 

 

連携で変えます 

市民の方々、大学、市外のキー

パーソンそして議員との連携で変

えていきます。 

 

 

批判に終わらない建設的提案を 

議会では多くの提案を行なって

きました。全ての議会で一般質問

を行い、批判だけではない建設的

な政策提言を行ってきました。 

政策提言数は１２１以上、小中学

校へのエアコン設置、地区まちづ

くり推進条例の制定等を提案し、

多くの提案が実現に結びつきまし

た。また、議員定数の削減等、議

会改革にも取り組み実現してきま

した。そして、危険道路や交差点

の改善、教育、環境、開発問題な

ど身近な問題にも全力で取り組み

結果を出してきました。市民の皆

様と一緒に創る新座市へとするた

めにご意見をお聞かせください。

市民の願いを反映する、市民の知

恵を生かす新座市へとすべく活動

していきます。 

 

皆様とともに次世代に誇れる新

座市を創っていきます！

 

プロフィール 

・昭和 52 年 11 月 18 日船橋市生まれ。両親は山口県出身。三人兄弟の長男。 

・十文字短大付属幼稚園、朝霞市立朝霞第五小学校、新座市立東北小学校、新座市立第二中学校、 

埼玉県立浦和西高校を経て、東海大学政治経済学部卒業。 

埼玉県議会議員吉田よしのり秘書を経て、平成 16 年 2 月、3228 票を頂き、新座市議会議員に初当選。 

平成 20 年、3770 票を頂きトップ当選。市議会会派代表、文教経済常任委員長、建設経済常任委員長を務める。

平成 24 年 7 月、新座市長選挙に立候補するも落選。 

市長選落選後は政治とは無縁の都内民間企業で経験を積む。新規事業の開発責任者、部長職などを務める。 

・小学校の卒業文集に「ぼくは将来政治家になりたいです。そして悪いことをしている政治家をこらしめて悪

い政治家がわいろとしてもらった金を全国の人に分けてあげたいです。」と書く。 

・心がけていること 

巧詐は拙誠に如かず（巧みに偽り人を欺こうとしても、つたなくとも誠意を示すことにはかなわない） 

君子は和して同ぜず（優れた人間は調和をしながらも、主体性を失わず、安易に同調しない。） 


